
137

成
菩
提
院
所
蔵
「
題
未
詳
聖
教
」
紹
介

―
伝
存
聖
教
か
ら
柏
原
談
義
所
を
復
元
す
る

大　

島　
　
　

薫

は
じ
め
に
―「
柏
原
談
義
所
」
に
つ
い
て

　

寂
照
山
円
乗
寺
（
滋
賀
県
米
原
市
柏
原
）
は
成
菩
提
院
と
通
称
さ
れ
た

天
台
宗
寺
院
で
あ
る
（
小
稿
で
は
通
称
に
従
い
、
以
下
、
成
菩
提
院
と
称

す
る
）。
中
世
後
期
に
「
柏
原
談
義
所
」
と
し
て
興
隆
し
、
日
本
各
地
そ
し

て
仏
教
の
諸
宗
派
に
お
い
て
展
開
し
た
「
談
義
所
」
の
な
か
で
も
著
名
で

あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
成
菩
提
院
の
梵
鐘
銘
文
（
延
宝
六
（
一

六
七
八
）
年
、
成
菩
提
院
第
廿
三
世
秀
仙
の
選
述
）
に
は
、
成
菩
提
院
が

「
柏
原
談
義
所
」
と
し
て
「
海
道
三
箇
談
場
（
談
義
所
）」
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
刻
記
し
て
い
る
。

近
江
洲
坂
田
郡
柏
原
郷
、
寂
照
山
円
乗
寺
成
菩
提
院
者
、
伝
教
大
師

創
建
、
海
道
三
箇
談
場
、
勧
学
能
化
、
梵
刹
也

し
か
し
、
こ
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
「
海
道
三
箇
談
場
」
と
は
、
い
ず
れ
の

寺
院
で
あ
っ
た
ろ
う
。
成
菩
提
院
第
五
九
世 

尾
上
寛
仲
は
「
柏
原
談
義
所

の
成
立
」（『
叡
光
』
三
〇
、
一
九
七
三
年
十
二
月
、『
日
本
天
台
史
の
研

究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
四
年
）
に
再
録
）
と
題
し
た
論
考
に
、「
海

道
三
箇
談
場
」
に
つ
い
て
「
柏
原
談
義
所
」
で
あ
る
成
菩
提
院
と
「
仙
波

談
義
所
」（
星
野
山
無
量
寿
寺
、
埼
玉
県
川
越
市
小
仙
波
町
）
と
を
挙
げ
る

が
、
そ
の
根
拠
を
提
示
し
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
先
に
引
用
し
た
梵
鐘

銘
文
が
起
草
さ
れ
た
事
情
に
鑑
み
れ
ば
、
秀
仙
が
成
菩
提
院
第
廿
三
世
と

し
て
梵
鐘
を
再
鋳
造
す
る
に
あ
た
っ
て
、
成
菩
提
院
を
「
海
道
三
箇
談
場
」

の
一
つ
と
位
置
付
け
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
な
い
。
寺
社
の
縁
起
や
由

緒
書
に
、
史
実
と
異
な
る
記
述
が
混
じ
り
込
む
こ
と
は
珍
し
く
な
い
か
ら

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
銘
文
に
刻
ま
れ
た
「
成
菩
提
院
が
著
名
な
談
義

所
す
な
わ
ち
学
問
寺
院
で
あ
っ
た
」
と
い
う
理
解
は
、
中
世
後
期
に
遡
る
。

『
茨
城
県
史
料　

中
世
編
Ⅰ
』（
茨
城
県
史
編
さ
ん
中
世
史
部
会
編
、
一
九
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七
〇
年
）
に
所
収
さ
れ
る
「
逢
善
寺
文
書
」
の
う
ち
『
檀
那
門
跡
相
承
資

恵
心
流
相
承
次
第
』（「
宝
徳
四
（
一
四
五
二
）
年
三
月
十
九
日
注
記
」）

に
も
、
次
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
ニ
三
ケ
所
ノ
竪
義
、
叡
山
竪
義
ハ
三
塔
、
海
道
立
義
ハ
柏
原
、

板
東
立
義
ハ
長
南
也

「
竪
義
（
立
義
と
も
）」
と
は
、「
論
義
」
に
お
い
て
営
ま
れ
た
「
学
僧
の
試

験
」
を
い
う
。
学
僧
は
、
こ
の
試
験
に
よ
っ
て
僧
階
昇
進
や
補
任
の
要
件

と
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
天
台
談
義
所
」
に
つ
い
て
は
、「
竪
義
」
に
備
え
て

天
台
教
学
を
学
ぶ
場
（
学
問
寺
院
）
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

先
に
引
用
し
た
「
逢
善
寺
文
書
」
に
拠
れ
ば
、
成
菩
提
院
は
宝
徳
年
間
に

遡
り
、「
比
叡
山
の
三
塔
や
、
三
途
河
頭
極
楽
東
門
蓮
華
台
上
阿
弥
陀
坊
太

平
埜
山
本
実
成
院
長
福
寿
寺
（
千
葉
県
長
生
郡
長
南
町
）
と
と
も
に
、
海

道
（
東
海
道
）
に
お
け
る
学
問
寺
院
で
あ
る
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。「
逢
善
寺
文
書
」
は
成
菩
提
院
内
部
で
作
成
さ
れ
た
聖
教
で
な
い

た
め
、
成
菩
提
院
が
学
問
寺
院
と
し
て
、
中
世
後
期
に
遡
っ
て
注
目
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
先
に
引
用
し
た
銘
文
を
刻
ま
れ
た
梵
鐘
に
は
、
そ
の
再
鋳
造

に
あ
た
っ
て
秀
仙
が
起
草
し
た
「
請
殊
蒙
十
万

越
助
成
鋳
造
洪
鐘
状
」

も
伝
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
秀
仙
起
草
の
一
節
に
は
、
成
菩
提
院

に
お
い
て
日
々
営
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
僧
侶
が
研
鑽
を
積
ん
だ
実
態

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

顕
密
発
開
、
累
代
之
碩
室
、
海
道
勧
学
、
法
灯
之
名
地
矣
、
往
昔
毎

歳
不
易
之
為
行
業
、
別
請
竪
義
之
厳
論
場
、
屈
近
里
遠
境
之
浄
侶
、

招
台
嶺
数
輩
之
碩
学
、
竪
問
終
夜
之
往
復
問
答
、
探
題
暁
天
之
精
決

義
勢
、
併
天
長
地
久
国
土
豊
遶
矣

尾
上
寛
仲
は
「
柏
原
談
義
所
の
発
展
」
と
題
し
た
論
考
に
、
右
に
引
用
し

た
「
請
殊
蒙
十
万

越
助
成
鋳
造
洪
鐘
状
」
の
一
節
を
読
み
解
い
て
、「
談

義
所
」
に
お
け
る
学
問
が
如
何
な
る
方
法
を
も
っ
て
営
ま
れ
た
か
に
つ
い

て
伝
え
る
、
貴
重
な
記
述
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（『
印
度
学
仏
教
学

研
究
』
二
三
の
二
、
一
九
七
五
年
三
月
、
前
掲
『
日
本
天
台
史
の
研
究
』

に
再
録
）。

　

成
菩
提
院
が
学
問
寺
院
と
し
て
中
世
後
期
か
ら
興
隆
し
た
こ
と
は
、
成

菩
提
院
の
中
興
開
山
（
開
基
と
も
）
で
あ
る
貞
舜
に
『
天
台
名
目
類
聚
抄
』

や
『
柏
原
案
立
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
著
述
が
あ
る
ほ
か
、『
円
乗
寺
開

山
第
一
世
貞
舜
法
印
行
状
』
や
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、

天
台
教
学
に
秀
で
た
学
僧
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
推
測

さ
せ
る
。
そ
し
て
貞
舜
に
限
ら
ず
、
成
菩
提
院
歴
代
住
職
が
天
台
教
学
に

研
鑽
を
努
め
た
こ
と
も
、
尾
上
寛
仲
が
成
菩
提
院
に
伝
存
す
る
聖
教
を
論

拠
と
し
て
「
柏
原
談
義
所
の
成
立
」「
柏
原
談
義
所
の
発
展
」（
前
掲
論
文
）

「
天
台
学
問
寺
に
見
ら
れ
る
法
度
・
条
例
―
成
菩
提
院
文
書
よ
り
―
」
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（『
天
台
学
報
』
十
七
、
一
九
七
五
年
十
二
月
、
前
掲
『
日
本
天
台
史
の
研

究
』
に
再
録
）
な
ど
の
論
考
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
成
菩
提
院
に
現
存

す
る
聖
教
に
は
、
成
菩
提
院
が
中
世
後
期
以
降
、
天
台
教
学
を
学
ぶ
学
問

寺
院
（
談
義
所
）
と
し
て
興
隆
し
た
こ
と
を
確
認
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
成
菩
提
院
に
伝
存
す
る
聖
教
は
「
竪
義
」
に
必
要
な
天
台
教

学
（
顕
教
）
を
記
し
た
も
の
ば
か
り
で
な
い
。
尾
上
寛
仲
は
「
台
密
西
山

流
―
成
菩
提
院
灌
室
の
成
立
に
つ
い
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

二
五
の
二
、
一
九
七
七
年
三
月
、
前
掲
『
日
本
天
台
史
の
研
究
』
に
再
録
）

に
、『
阿
娑
縛
抄
』
を
始
め
と
す
る
天
台
密
教
を
伝
え
る
聖
教
が
成
菩
提
院

に
伝
存
す
る
こ
と
も
指
摘
し
た
が
、
そ
の
後
、
福
田
栄
次
郎
を
中
心
と
す

る
成
菩
提
院
文
書
な
ら
び
に
聖
教
の
調
査
が
始
ま
り
、
成
菩
提
院
に
伝
存

す
る
聖
教
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
に
従
っ
て
、「
談
義
所
」
と
し
て
興
隆

し
た
こ
と
と
は
異
な
る
実
態
、
す
な
わ
ち
密
教
寺
院
と
し
て
興
隆
し
た
成

菩
提
院
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

成
菩
提
院
が
密
教
寺
院
と
し
て
も
興
隆
し
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
『
近

江
国
輿
地
志
略
』（
膳
所
藩
士 

寒
川
辰
清
編
纂　

享
保
十
（
一
七
三
四
）

年
）
の
巻
之
八
十
二
「
坂
田
郡
第
六　

柏
原
駅
」「
成
菩
提
院
」
項
に

天
台
宗
海
道
三
箇
談
林
の
随
一
に
し
て
、
穴
太
流
伝
法
灌
頂
の
密
室

な
り

と
記
さ
れ
る
ほ
か
、
先
に
引
用
し
た
秀
仙
起
草
に
よ
る
「
請
殊
蒙
十
万

越
助
成
鋳
造
洪
鐘
状
」
に
も
「
顕
密
発
開
、
累
代
之
碩
室
、
海
道
勧
学
、

法
灯
之
名
地
矣
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
成
菩
提
院
が
天
台
密
教
寺
院
と

し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
も
、
江
戸
時
代
に
は
周
知
さ
れ
て
い
た
。
成
菩

提
院
は
「
談
義
所
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
密
教
寺
院
と
し
て
も
認
識
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

顕
密
一
致
を
旨
と
し
た
成
菩
提
院
が
、「
談
義
所
」
と
し
て
の
み
注
目
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
は
、「
談
義
所
」
を
中
世
後
期
に
特
徴
的
な
学
問
拠
点
と

見
做
し
た
日
本
仏
教
史
研
究
に
所
以
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ

た
研
究
成
果
に
関
わ
る
こ
と
な
く
、
成
菩
提
院
に
伝
存
す
る
聖
教
は
寺
院

史
を
も
の
が
た
る
。「
伝
存
す
る
聖
教
に
寺
院
史
を
辿
る
」、
当
た
り
前
の

研
究
方
法
を
再
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
小
稿
は
、
こ

の
当
た
り
前
の
研
究
方
法
を
実
践
す
る
べ
く
、
伝
存
聖
教
か
ら
成
菩
提
院

を
復
元
す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
成
菩
提
院
に
伝
存
す
る
聖
教
一
帖
を

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
成
菩
提
院
所
蔵
「
題
未
詳
聖
教
」
の
書
誌
と
翻
刻

　

小
稿
に
紹
介
す
る
成
菩
提
院
聖
教
は
、
桝
型
折
本
一
帖
で
あ
る
。
そ
こ

で
ま
ず
、
本
一
帖
の
書
誌
を
提
示
す
る
。

・ 

書
名
未
詳
。
内
題
・
尾
題
は
な
く
、
外
題
の
み
「
顕
密
」
と
あ
る
。
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し
か
し
、「
顕
密
」
の
文
字
は
、
本
文
を
記
す
文
字
に
比
べ
て
墨
の

付
き
具
合
が
悪
い
。
本
文
が
記
さ
れ
た
後
、
料
紙
の
痛
み
が
進
ん

だ
段
階
で
記
入
さ
れ
た
と
判
断
さ
せ
る
。

・ 

残
存
状
況
は
、
表
紙
が
半
分
ほ
ど
切
り
取
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
最

終
丁
も
四
行
分
欠
け
る
。

・ 

書
写
年
代
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
極
初
期
と
推
定
す
る
。

本
一
帖
に
は
、
テ
ク
ス
ト
の
来
歴
を
明
ら
か
に
す
る
、
本
奥
書
や

書
写
奥
書
、
識
語
、
印
記
な
ど
一
切
な
い
。
た
だ
し
、
本
一
帖
を

書
写
し
た
の
は
、
円
済
（
貞
舜
の
師
の
一
人
で
あ
る
こ
と
が
、
成

菩
提
院
に
伝
存
す
る
『
瑜
祇
秘
決
』
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
）
で

あ
る
と
確
認
で
き
る
。
成
菩
提
院
に
伝
存
す
る
『
聖
徳
太
子
講
法

則
』（
円
済
自
筆
）
と
同
筆
だ
か
ら
で
あ
る
。
円
済
の
生
没
年
は
不

明
だ
が
、
学
僧
と
し
て
活
動
し
た
で
あ
ろ
う
時
期
は
現
存
す
る
聖

教
か
ら
比
定
で
き
る
た
め
、
本
一
帖
が
書
写
さ
れ
た
時
期
に
つ
い

て
も
、
円
済
が
学
僧
と
し
て
活
動
し
た
「
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町

時
代
極
初
期
」
と
推
定
し
た
。

・
装
幀
は
桝
型
折
本
。

・ 

表
紙
は
本
文
共
紙
（
原
装
）。
た
だ
し
、
本
文
共
紙
の
表
紙
は
、
そ

の
半
分
ほ
ど
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。

・
料
紙
は
楮
紙
打
紙
。

・
界
線
な
し
。

・ 

訓
点
は
、
本
文
書
写
時
に
加
え
ら
れ
た
墨
書
き
に
よ
る
合
点
と
声

点
と
が
あ
る
。

・ 

紙
背
あ
り
。
紙
背
に
は
本
文
と
同
筆
を
も
っ
て
「
十
二
支
」
や
「
十

二
月
」
な
ど
の
異
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

・
法
量
は
、
縦
十
四
・
二
、
横
十
四
・
二
。

　

次
に
、
本
一
帖
を
翻
刻
す
る
。
翻
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
対
句
が
明

確
に
な
る
よ
う
改
行
を
改
め
た
ほ
か
、
読
点
を
加
え
た
。
ま
た
、
旧
字
体

や
異
体
字
が
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
一
部
を
除
い
て
新
字
に
改
め
、
声
点

に
つ
い
て
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
（
表
紙
）

　
　

顕
密

　
（
見
返
し
）

　
　

八
万
法
蔵　

一
心
三
観　

甚
深
妙
典

　
（
一
丁
）

　
　

十
界
十
如
難
隔
、
皆
帰
真
如
之
一
理
ニ

一
、

　
　

五
輪
五
相
難
定
、
悉
収
阿
字
之
一
法
、

　
　

煩
悩
冬
氷
解
菩
提
之
春
水
、

　
　

無
明
夏
雲
消
法
性
之
秋
空
ニ

一
、」
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／

三
諦
相
即
之
水
面
、
真
空
冥
寂
之
光
耀
、
新
浮
、

　
　
　

一
実
中
道
之
山
頂
、
妄
想
顛
倒
之
雲
霧
、
無
聳
、

　
　

／

胎
蔵
界
者
、
以
五
輪
成
身
ヲ
証
無
相
法
身
也
」

　
（
二
丁
）

　
　

文
云
、
謂
以
字
焼
因
字
而
更
生
等
文

　
　

発
生
法
界
心
之
覧
字
火
、

　
　

焼
尽
業
煩
悩
之
阿
字
薪
、

　
　

能
焼
智
火
、
忽
滅
所
焼

　
　

灰
燼
独
存
、
此
名
曰
以
字
」

　
　

焼
字
、

　
　

又
、
流
注
鑁
字
之
智
水
、

　
　
　
　

潤
於
阿
字
之
死
灰
、

　
　
　
　

滋
長
菩
提
之
芽
茎
ヲ

一
、

　
　
　

成
無
漏
之
五
大
ヲ
、
因
字
更
是
也
、

　
　
　
　
修
因
向
果
ノ
従
本
垂
迹
也

　
　

／

金
剛
界
者
、
以
五
相
成
身
、

　
　
　

悟
聲
広
得
道
、」

　
（
三
丁
）

　
　

破
三
業
道
闇
於
五
重
之
空
観
ニ

一
、

　
　

塁
三
菩
提
光
於
五
智
円
明
、

　
　

徹
心
明
之
秋
月
、
照
無
染
心
之
胸
間
、

　
　

観
金
剛
夏
蓮
開
、」

　
　

周
辺
法
界
之
空
中
、

　
　

／

蓮
花
胎
蔵
者
、
肉
団
心
蓮
也
、」

　
（
四
行
分
欠
、
料
紙
が
切
り
取
ら
れ
る
）

　
（
紙
背
一
丁
、
四
行
分
欠
）

　
　

辰　

執シ
ツ

徐シ
ヨ　

　
　
　
　
　
　

巳　

大タ
イ
ク
ワ
ウ

荒
落

　
　

午　

敦ト
ム
サ
ウ　

　
　
　
　
　
　

羊　

協ケ
ウ
カ
ウ洽　

　
　
　
　

鶉
火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

　
（
紙
背
二
丁
）

　
　

申　
ク
ン
タ
ン灘　

　
　
　
　
　

酉　

作サ
ク

咢カ
ク

　
　

戌　

閹エ
ン

茂ホ　
　
　
　
　
　

亥　

大　　
エ
ム
ケ
ム

渕
献

　
　

子　

困コ
ム

敦ト
ム　

　
　
　
　
　

丑　

赤セ
キ
フ
ム奮

若

　
　
　

十
二
月

　
　

正
月　

／

大
簇　

孟
春　

孟
陬ス

　
　
　
　
　

上
春　

献
春　

献
歳

　
　

二
月　

／

夾ケ
フ

鐘シ
ヨ
ウ

　

仲
春　

仲
陽
」

　
　

三
月　

／

沽
洗　

季
春　

暮
春

　
　
　

三
春　
　

芳
春　

花
春　

花
月

　
　
　
　
　
　
　
　

青
陽　

／

青
律
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四
月　

／

仲
呂　

孟
夏　

維ヰ

月　

首
夏

　
　

五
月　

／

ス
イ

賓　
　

仲
夏

　
　

六
月　

／

林
鐘　

季
夏

　
　
　

九
夏　
　

朱
夏　

炎
天

　
　
　
　
　
　
　

炎
夏　

朱
明

　
（
紙
背
三
丁
）

　
　
　
　
　
　
　

馬
商　

炎
景　

炎
節

　
　
　
　
　
　
　

／

夾
律

　
　

七
月　

／

夷イ

則　

孟
秋　

初
秋

　
　
　
　
　

上
秋　

首
秋　

初
商

　
　

八
月　

／

南
呂　

仲
秋　

中
商

　
　

九
月　

／

無
射エ

キ　

季
秋　

暮
秋

　
　
　
　
　

抄
秋　

季
商　

抄
商

　
　
　

三
秋　

白
蔵　

金
商　

素
秋　

涼
秋

　
　
　
　
　

清
秋　

／

素
律
」　

　
　

十
月　

應
ヰ
ヨ
ウ

鐘シ
ヨ
ウ

　

上
冬　

孟
冬　

陽
月

　
　

十
一
月　

黄
鐘　

仲
冬

　
　

十
二
月　

大
呂　

季
冬　

暮
冬

　
　
　
　
　
　

窮
冬　

寒
冬

　
　
　

三
冬　
　

玄
英　

玄
冬　

／

玄
律

　
　
　
　
　
　
　

厳　

寒
冬

　
　

信
宿　

十
夜

　
（
紙
背
四
丁
）

　
　

四
時　

四
騶ス

ウ　

四
上　

已
上
四
景
也

　
　

四
祀キ　

四
年　

五
稔シ

ム　

五
年

　
　

一
紀　

十
二
年　

玄
序　

遥
年

　
　

貫
序　

年
記

　
　

年
歳　

載　

祀　

序　

紀

　
　
　
　
　

暮キ　

茲　

」

二
、『
花
鳥
集
』
を
め
ぐ
っ
て

　

さ
て
前
章
に
翻
刻
し
た
よ
う
に
、
小
稿
に
紹
介
す
る
桝
型
折
本
一
帖
に

は
、「
顕
教
」
と
「
密
教
」
と
の
趣
旨
が
対
句
表
現
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
て

い
る
（
な
お
成
菩
提
院
に
所
蔵
さ
れ
る
桝
型
本
に
つ
い
て
は
、
牧
野
和
夫

「
桝
型
折
帖
本
に
つ
い
て
―
中
世
寺
院
の
活
動
と
「
書
物
」
型
態
」『
仏

教
文
学
』
三
〇
に
詳
し
い
）。「
煩
悩
」
を
「
氷
」
に
、「
菩
提
」
を
「
水
」

に
、「
無
明
」
を
「
雲
」
に
、「
法
性
」
を
「
空
」
に
譬
え
る
と
い
う
の
も
、

大
乗
仏
典
を
は
じ
め
と
し
て
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
、
と
も
す
れ
ば
難
解

な
天
台
教
学
を
、
四
季
の
風
物
に
擬
え
な
が
ら
解
き
明
か
す
と
い
う
方
法
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は
、
漢
訳
仏
典
を
経
て
日
本
に
お
い
て
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
る
。
そ
し

て
対
句
に
仕
立
て
ら
れ
た
表
現
は
項
目
ご
と
に
分
類
収
載
さ
れ
、
対
句
例

文
集
つ
ま
り
実
用
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
小
稿
に
紹
介
す
る
一
帖
は
、
そ
う
い
っ
た
対
句
例
文
集
の
一

つ
で
あ
る
『
花
鳥
集
』
と
一
結
に
さ
れ
て
伝
存
し
て
い
た
。
装
幀
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
法
量
や
料
紙
、
本
文
を
記
し
た
筆
跡
に
至
る
ま
で
同
一

で
あ
り
、
本
一
帖
と
『
花
鳥
集
』
と
は
異
な
る
文
献
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

書
写
し
た
円
済
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
献
を
一
連
の
も
の
と
し
て
、
同
時

に
書
写
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
花
鳥
集
』
は
編
纂
者
は
未
詳
な
が
ら
、
そ
の
序
文
に
寛
治
七
（
一
〇
九

三
）
年
に
成
立
し
た
と
明
記
さ
れ
、
収
載
さ
れ
た
対
句
は
、
次
の
十
項
目

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

第
一
発
心　

第
二
観
心　

第
三
善
業　

第
四
悪
業　

第
五
経
教

第
六
知
識　

第
七
輪
廻　

第
八
無
常　

第
九
時
節　

第
十
利
益

　
（
諸
本
に
よ
っ
て
は
「
第
十
一
孝
養　

第
十
二
不
孝
養
」
が
加
わ
る
）

な
お
『
花
鳥
集
』
に
つ
い
て
は
、
山
岸
徳
平
「
澄
憲
と
そ
の
作
品
―
作

文
集
を
中
心
と
し
て
」（『
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
研
究
報
告
』
一
九
三
八

年
、『
日
本
漢
文
学
研
究
』（
有
精
堂
、
一
九
七
二
年
）
再
録
）、
後
藤
昭
雄

「『
花
鳥
集
』」（『
語
文
』
六
六
、
一
九
九
六
年
、『
本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
の
論
考
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
現
存
す

る
テ
ク
ス
ト
を
紹
介
し
つ
つ
、
こ
う
い
っ
た
対
句
例
文
集
が
編
纂
さ
れ
た

意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　
『
花
鳥
集
』
は
、
対
句
を
収
載
す
る
十
項
目
に
推
考
し
得
る
よ
う
に
、
説

法
用
の
対
句
例
文
集
と
し
て
、
各
種
の
顕
教
法
会
を
営
む
に
あ
た
っ
て
、

具
体
的
に
は
「
施
主
段
」
や
「
表
白
」
を
作
文
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た

こ
と
を
指
摘
さ
せ
る
。
し
か
し
一
方
、
小
稿
に
紹
介
す
る
「
題
未
詳
聖
教
」

は
談
義
や
灌
頂
と
い
っ
た
、『
花
鳥
集
』
と
は
異
な
る
目
的
に
お
い
て
使
用

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
考
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
つ
の
文
献
を

書
写
し
た
円
済
は
、『
花
鳥
集
』
と
と
も
に
「
顕
教
」
と
「
密
教
」
と
を
解

き
明
か
し
た
対
句
を
も
必
要
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
東
大
寺
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
る
『
花
鳥
集
』
が
『
褒
美
抄
』（『
澄
憲
作
文
集
』
と
同
一
文
献
）
と

合
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
書
写
者
の
必
要
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
文
献
が

合
写
合
冊
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
な
い
。

　

な
お
筆
者
は
、
成
菩
提
院
に
所
蔵
さ
れ
る
『
花
鳥
集
』
を
含
む
説
法
資

料
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
成
菩
提
院
中
興
開
山
で
あ
る
貞
舜
や
第
二

世
慶
舜
が
「
説
法
上
手
」
の
讃
辞
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
指

摘
し
た
（「
成
菩
提
院
所
蔵
の
説
法
資
料
に
つ
い
て
」『
仏
教
文
学
』
三
〇
、

二
〇
〇
六
年
三
月
）。
叡
山
文
庫 

真
如
蔵
『
法
則
集
』（
写
本
一
冊
、
本
奥

書
に
「
文
禄
三
年
二
月
中
旬　

西
楽
院
円
智
」、
書
写
奥
書
に
「
慶
長
七
年

五
月
吉
日　

求
法
亮
玄
」
と
あ
る
）
に
は
、
貞
舜
と
慶
舜
と
が
安
居
院
澄
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憲
や
聖
覚
と
並
び
称
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
澄
憲
や
聖
覚
が
「
説

法
上
手
」
と
称
賛
さ
れ
、
数
多
く
の
説
法
を
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。『
花
鳥
集
』
が
成
菩
提
院
に
伝
存
す
る
所
以
を
探
れ
ば
、

貞
舜
や
慶
舜
さ
ら
に
は
成
菩
提
院
歴
代
が
説
法
用
例
文
集
を
必
要
と
し
た
、

そ
の
活
動
の
実
態
を
髣
髴
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
花
鳥
集
』
と
と

も
に
、
前
章
に
翻
刻
し
た
一
帖
が
書
写
さ
れ
、
一
結
の
聖
教
と
し
て
伝
存

し
た
こ
と
に
は
、
貞
舜
の
師
で
あ
る
円
済
、
そ
し
て
成
菩
提
院
と
、
そ
の

周
辺
に
お
い
て
、「
顕
教
法
会
」
の
み
な
ら
ず
「
密
教
法
会
」
が
営
ま
れ
て

い
た
こ
と
を
指
摘
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
二
つ
の
文
献
、
す
な

わ
ち
『
花
鳥
集
』
と
前
章
に
翻
刻
し
た
一
帖
と
が
中
世
後
期
に
遡
り
一
結

で
あ
っ
た
こ
と
も
、
成
菩
提
院
に
伝
存
す
る
『
真
俗
合
割
集
』「
亮
運
寄
進

事
」（
亮
運
は
成
菩
提
院
第
十
五
世
）
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

成
菩
提
院
が
「
柏
原
談
義
所
」
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
を
探
れ
ば
、
顕
密
一
体
を
旨
と
し
て
、
密
教

寺
院
と
し
て
興
隆
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
し
得
る
の
で
あ
る
。
小
稿
に
紹

介
す
る
の
は
、
成
菩
提
院
に
伝
存
す
る
一
帖
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
本

一
帖
に
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る
「
柏
原
談
義
所
」
を
髣
髴
さ
せ
る
の
で

あ
る
。

　
「
談
義
所
」
に
お
け
る
学
問
（
顕
教
）
が
、
古
代
に
お
け
る
寺
院
と
異
な

っ
て
、
地
方
に
お
け
る
拠
点
と
し
て
、
身
分
階
層
を
も
越
え
て
展
開
し
て

い
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
そ
し
て
、
古
代
寺
院
と
の
相
違
は
、
学
問
の

方
法
、
さ
ら
に
は
学
問
に
用
い
ら
れ
る
テ
ク
ス
ト
に
も
及
ん
で
い
た
の
で

あ
る
（
拙
稿
「
直
談
再
考
」『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
三
、
二
〇
〇
四
年
）。

で
は
、
成
菩
提
院
す
な
わ
ち
「
柏
原
談
義
所
」
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
密
教

に
つ
い
て
も
、「
談
義
所
」
に
お
け
る
学
問
（
顕
教
）
と
同
様
、
中
世
後
期

に
特
徴
的
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

密
教
が
地
方
へ
伝
播
し
、
身
分
階
層
を
越
え
て
展
開
し
た
こ
と
は
、
中
世

前
期
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
伝
授
方
法
や
、
伝
授
の
内

容
に
お
い
て
、
古
代
寺
院
と
異
な
っ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、「
談
義

所
」
と
称
さ
れ
た
新
し
い
学
問
寺
院
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
解
き
明
か
す
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
伝
存
聖
教
か
ら
い
か
な
る
実
態
が
復
元
さ
れ
る
か
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
思
う
。

（
お
お
し
ま　

か
お
る
／
本
学
教
授
）


